
  資料４－８ 

障がい関係団体からの意見の概要 

 

○全体への意見 

・こどもへ意見を聴く取組について、一過性でなく継続していけるよう行政機関含め関連

する機関へ広く周知する必要がある。（肢体不自由） 

・こどもの声を聴いた結果どうなるのか（政策の策定に結び付くなど）あらかじめフロー

図を示すことで、こどもの積極的な参加に結び付くと思われる。（肢体不自由） 

・医ケア児やケアラーへの意見聴取の際は、先入観を持った対応がないように対応するこ

とが重要。（医療的ケア） 

・保護者、相談員、ソーシャルサポートと総合的な意思決定のサポートをしていくことを、

より具体的に示していただきたい。（医療的ケア） 

○聴く環境への配慮 

・医ケア児のコミュニケーション支援について、誰がコミュニケーション支援機器を整備

するのか、仲介者は誰なのか具体的な記載がない。（62P）これらを用意する場合、経費

は誰が負担するのか。今後、予算措置された場合、行政機関を交え障がい児から意見聴

取の場を設定した場合、補助の対象となるのか。（肢体不自由） 

・自閉症児は、障がいの特性上、意見発言の際に誤解を招く発言をする恐れがあるため、

発言者のプライバシー保護を確保することが重要。（発達障害） 

・自閉症の専門家（臨床家）にアドバイス・同席を求めるなど、時間をかけ、個人の特性

に配慮した環境設定（光・色・匂い・音など配慮すべき事項は個人により異なる）が必

要。（発達障害） 

・写真以外にも様々なコミュニケーションツールがある。（発達障害） 

○設問設定の配慮 

・設問は具体的な表現となるように配慮が必要。（発達障害） 

・質問者は ASD 特性を理解し、対応できる方が望ましい。 

○回答方法の配慮 

・選択式の意見聴取が回答しやすい。ただし、選択肢の配置順など、本人の特性等による

バイアスがかからないよう配慮が必要。（発達障害） 

・ASD（知的障がいあり）の方に口頭で質問をすると、オウム返しをする場合がある。（発

達障害） 

・視覚優位特性の方には、画像や単語カードから選択してもらう方法や筆談が有効。（発

達障害） 

○回答聴取の配慮 

・意見を聴く側にバイアスがかからないよう、保護者・専門家など複数の立場からの解釈

が必要。（発達障害） 


